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埼玉県における県外避難者とその支援の現状と課題














































県内の避難者数についてのデータを提示する。4 節では、2012 年、2013 年に埼
玉県内への避難者アンケートを分析し、避難者の実態について整理する。結論を
先に言えば、避難者の置かれた立場や支援のニーズの種類はほとんど変化してい
















































































































筆者らによる埼玉県の避難者とその支援に関する研究（原田 , 2012; 西城戸・原





















































ている 4。また、辻内（2012）では、2012 年 3-4 月にかけて埼玉県に避難した福島






























































した 2013 年と 2014 年の市町村別の避難者
数のデータである。まず合計人数を見る
と、2013 年は 6750 人、2014 年は 5896 人
となっている。同時期の復興庁による埼
玉県内の避難者数は、2013 年が 4037 人、




　次に 2013 年から 2014 年の避難者数の変
5 2014 年調査では集計時点も尋ねたとこ
ろ、2013 年 7 月（1 件）、9 月（1 件）、10
月（3 件 ）、11 月（2 件 ）、12 月（8 件 ）、







さいたま市 1067（-） 972（300） -95
川口市 480（285） 463（260） -17
川越市 267（128） 274（130） +7
所沢市 166（78） 128（62） -38
越谷市 305（141） 279（133） -26
草加市 186（84） 180（81） -6
三郷市 116（43） 98（35） -18
八潮市 115（46） 91（36） -24
吉川市 26（14） 30（16） +4
上尾市 301（148） 283（141） -18
狭山市 187（87） 172（73） -15
戸田市 25（8） 21（7） -4
和光市 68（34） 55（31） -13
朝霞市 57（27） 49（27） -8
新座市 127（71） 110（53） -17
富士見市 30（21） 33（23） +3
ふじみ野市 146（68） 138（66） -8
東松山市 229（86） 192（73） -37
鶴ヶ島市 115（50） 124（51） +9
坂戸市 116（49） 96（42） -20
鴻巣市 51（-）* 115（45） **
蓮田市 43（17） 35（15） -8
飯能市 39（14） 32（13） -7
入間市 99（47） 101（48） +2
日高市 22（10） 15（8） -7
秩父市 53（28） 48（24） -5
本庄市 34（11） 22（7） -12
深谷市 85（30） 66（22） -19
熊谷市 115（50） 105（47） -10
桶川市 133（67） 82（39） -51
加須市 836（406） 596（242） -240
幸手市 55（26） 44（22） -11
羽生市 97（41） 65（22） -32
行田市 53（21） 15（7） -38
春日部市 301（122） 255（108） -46
北本市 56（25） 23（10） -33
白岡市 12（6） 7（5） -5
志木市 ― 14（9） ―
久喜市 117（46） 123（47） +6
蕨市 ― 3（3） ―
伊奈町 24（11） 19（12） -5
松伏町 12（4） 12（4） ±0
杉戸町 72（25） 54（19） -18
宮代町 26（9） 0（0） -26
鳩山町 80（27） 48（21） -32
嵐山町 30（-） 29（10） -1
小川町 26（12） 21（9） -5
吉見町 10（4） 11（5） +1
ときがわ町 9（3） 9（3） ±0
滑川町 1（1） 0（0） -1
毛呂山町 61（24） 67（28） +6
寄居町 41（13） 43（15） +2
皆野町 6（2） 6（2） ±0
神川町 2（1） 2（1） ±0
三芳町 8（6） 8（4） ±0
越生町 6（3） 5（3） -1
川島町 6（3） 2（2） -4
長瀞町 ― 0（0） ―
小鹿野町 ― 0（0） ―
横瀬町 ― 1（1） ―
美里町 ― 1（1） ―
上里町 ― 4（3） ―
































　一方、2014 年 2 月に実施した上述の調査に際して、各自治体に対して避難者
数の計数方法を尋ねたところ、複数の手法で実態を把握することが試みられてい







































2012 年 12 月調査
（『福玉便り号外 2013』）














回答者数 231 人 141 人
性別 男性 76 人、女性 145 人、
未記入 10 人
男性 42 人、女性 86 人、
未記入 10 人
年齢 20 代 10 人、30 代 47 人、
40 代 37 人、50 代 42 人、
60 代 54 人、70 歳以上 29 人、
未記入 12 人
30 代 28 人、40 代 29 人、
50 代 24 人、60 代 27 人、
70 歳以上 26 人、未記入 4 人
避難元地域 岩手県 5 人、宮城県 11 人、
福 島 県 197 人（ 浪 江 町 39 人、
南相馬市 39 人、富岡町 34 人、
大熊町 22 人、双葉町 21 人、
い わ き 市 10 人、 楢 葉 町 8 人、
福島市 7 人、その他 18 人）、
その他 2 人
岩手県 2 人、宮城県 1 人、
福島県 197 人（南相馬市 28 人、
浪江町 22 人、大熊町 17 人、
富岡町 16 人、双葉町 13 人、
い わ き 市 10 人、 郡 山 市 7 人、
広野町 3 人、その他 18 人）、
茨城県 1 人、未記入 1 人
　これらの調査は、厳密なサンプリングを行った調査でないため、各設問の回答
分布や比率は、埼玉県内の避難者の意見、動向を統計的に必ずしも反映している























































































































































































































































































































































































































































































































































いは公営住宅に避難者の方々が入居することになり、2014 年 1 月時点でも埼玉













　『福玉便り』編集部では、2014 年 1 月時点で避難者に対して水道料金の減免を
行っているかどうかを調査した 8。2014 年 1 月現在で、埼玉県内の自治体で水道料
金の減免を実施しているのは、避難者を受け入れている 58 自治体のうち、29 自
治体である。元々実施していなかった自治体が 18、既に打ち切った自治体が 11
となる。また、水道料金の減免を実施中の 29 自治体の中、全額免除が 15 自治体、
基本料金免除が 9 自治体、基本料金以外免除が 1 自治体（未記入 4 自治体）と、
減免の内容には自治体ごとの違いが見られた。さらに減免の時期についても、「打
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